
1.実験番号

2.必ず反応式、測定内容を書く。
　実験に必要なデータ（分子量、比重、等）を書く
　必要な文献、反応条件等も書いておく

3.日付、時間を書く
　時間は実時間で
（「反応3時間」は×）

3.日付を書く

4.実際に計った量を記載する。間違えたら、二本線で消す。
　モル数は別計算。

5.加えた順番・方法がわかるように記載する。

6.色、臭い（その変化）はとても大事

滴下終了時間

反応停止時間

滴下開始時間
＝反応開始時間



7.TLCの実記録（実際のTLCのコピー貼り付けでもＯＫ）
　あとでRf値が計算できるように

8.どの段階のスペクトルか
　わかるように

8.全てのスペクトルに実験番号を含んだ
　ユニークな番号を振る。
　スペクトルはモノに対応させない。

9.失敗したことも書く。

10.精製操作を省略しない。もちろん日本語で書いて構わない。

11.見開きで書ききれない場合、
　　続きページ番号を指定する



9.失敗したことも書く。

11.実験の完了の宣言。

この化合物は目的の化合物ではない

11.どこの続きか？

1.実験番号


